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彙　　　報

　彙 報(平 成9年10月 ～　　平成9年12月)

人事異動

(行政職)

　　　 　　　 　　(配置換)

　 11月1日 　 情報管理施設情報企 画課長

　　　 　　　 　　　　 　　　　 木下　伸二

　　　 　　　 (学術情報セ ソターネ ッ トワー

　　　 　　　ク課長)

　　　 　　　名古屋大学附属図書館事務部情

　　　 　　　報管理課長　　　　 木村　伸夫

　　　 　　　 (情報管理施設情報企画課長)

　 11月2日 　 管理部長　　　　　 池之上忠教

　　　 　　　 (東 京 国立近 代 美術 館庶 務 課

　　　 　　　長)

　　　 　　　 メデ ィア教育 開発 セ ソター管理

　　　 　　　部長　　　　　　　小村久米夫

　　　 　　　 (管理部長)

(教育職)

　　　 　　　 　　 (昇任)

　 11月16日　 第三研究部助教授 　柄 木田明子

　　　 　　　 (第三研究部助手)

　　　 　　 (外国人客員研究部門)

　 10月1日 　 第五研究部助教授TA'A　Tesema

　　　 　　　 (エチ オ ピア,ア デ ィス アバ バ

　　　 　　　大学社会科学部学部長)

　　　 　　　 <任期9.10.1～10.3.31>

　 10月16日 　 第五研究部教授

　　　 　　　 　　　　 　　KEYES,　Charles　F.

　　　 　　　 (アメ リカ合衆 国,ワ シン トン

　　　 　　　 大学 人類学部教授)

　　　 　　　 <任期9.10.16～10.1.15>

　　　 　　　 　 (任期満了)

　 10月15日 　 第五研究部教授

　　　 　　　 　　　 PLATENKAMP,　 Josephus

　　　 　　　 　　　　 　　Domini-cus　Maria

　　　 　　　 (オ ランダ,ミ ュンス ター大 学

　　　 　　　 民族学研究所教授)

　　　 　　　 〈任期9.4.15～9.10.15>

シンポジウム

◎民族学部門第21回国際シソポジウム

　 「インドネシアの儀礼を再考する」

　期間　平成9年10月1日(水)

　　　　　　　　　　　　～10月8日(水)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシソポジウムは,イ ンドネシ

　　　　アの地域社会でおこなわれる儀礼を

　　　　解釈するにあたって,儀 礼に参加す

　　　　る人々が儀礼を遂行することにどの

　　　　ような意義をあたえるのか,ま たそ

　　　　れが社会の理解にどのような関連を

　　　　もつのかといった問題V'ついて活発

　　　　な討論がおこなわれました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　石毛　直道　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉田　繁治　国立民族学博物館副館長

　　熊倉　功夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　端 信行 国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　藤井　龍彦　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

実行委員会

　(委員長)

　　杉島　敬志　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　(委　員)

　　寺田　吉孝　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　福岡　正太　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1061



　 　　 　　 　　 部

　 南　真木人　 国立民族学博物館第三研究

　 　　 　　 　　 部

　 野林　厚志　 国立民族学博物館第三 研究

　 　　 　　 　　 部

　 林　　勲 男　 国立民族学博物館第四研究

　 　　 　　 　　 部

　 加藤　 昌彦　 国立民族学博物館第五研究

　 　　 　　 　　 部

　 平 山　健一　 国立民族学博物館研究協力

　 　　 　　 　　 課長

　 宇治 日出二郎 　財 団法人千里文化財団常

　 　　 　　 　　 務理事

(参加者)

　 Gregory　Acciaioli

　 　　 　　 　　 西オース トラ リア大学人類

　 　　 　　 　　 学部講 師(オ ース トラリア)

　 Cecile　Barraud

　 　　 　　 　　 フランス国立科学研究 セ ソ

　 　　 　　 　　 ター研究部長(フ ラソス)

　 Gregory　Forth

　 　　 　　 　　 アルバ ータ大学 人類学部教

　 　　 　　 　　 授(イ ギ リス)

　 Jos　Platenkamp

　 　　 　　 　　 ミュソス ター大学民族学 研

　 　　 　　 　　 究所長(オ ランダ)

　 　CCIifFord　Sather

　 　　 　　 　　 リー ド大学人類学部 助教授

　 　　 　　 　　　 (アメ リカ)

　 Urbanus　 Tongli

　 　　 　　 　　 ア トマ ・ジャヤ大学 レボガ

　 　　 　　 　　 ン ・ディデ ィ調査セ ンター

　 　　 　　 　　 長(インドネシア)

　 　青木恵理子　鈴鹿 国際大学国際学部

　 　小池　 　誠 桃 山学院大学文学部

　 　杉島　敬志　 国立民族学博物館

　 　中川　　敏 　大阪大学人間科学部

　 　中村　　潔 　新潟大学人文学部

　 　福島　真 人　 国際大学 グ ローバ ルコ ミュ

　 　　 　　 　　 ニケー ショソセ ソター

日　 程

10月1日(水)(い ぽ らき京都 ホテル)

1062
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　 17:00登 録

10月2日(木)

　 10:00特 別 展 見 学

　 11:30館 長 表 敬 訪 問

　 13:30開 会 式

セッション1

　　 　　 　　　 　　　 　 (座 長:杉 島 　 敬 志)

　 14:00An　 Explanation　 in　the　Making:An

　　 　　 　Interpretation　 of　 a　 Community

　　 　　 　Ritual　in　Bali　 　 　 　 中 村 　 　潔

　 14:45討 論

セ ッシ ョン2

　　 　　 　　　 　　 (座 長:Clifford　 Sather)

　 15:45Social　 Differentiation　 and　 the

　　 　　 　Transformation　 of　Ritual

　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　 福 島　 真 人

　 16:30討 論

豆0月3日(金)

セッション3

　　 　　 　　　 　　 (座 長:Urbanus　 Tongli)

　 10:00The　 Implications　 of　 Performing

　　 　　 　Mangajingu　 in　Eastern　 Sumba

　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　 小 池　 　誠

　 10:45討 論

　 13:00Mortuary　 Payments　 and　 Funerary

　　 　　 　Ritual　in　Central　Flores

　　 　　 　　　 　　　 　　 　　 Gregory　 Forth

　 13:45討 論

セ ッ シ ョ ン4

　　 　　 　　　 　　　 　 (座 長:福 島 　 真 人)

　 14:45Performing　 the　 `Heritage'　 and

　　 　　 　Knowing　 the'Mother':An　 Explora-

　　 　　 　tian　 of　 Ritual　 Consciousness　 in

　　 　　 　Social　Dynamics　 in　a　Lionese-Speak-

　　 　　 　ing　Area　in　Central　Flores

　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　 青 木 恵 理 子

　 15:30討 論

10月4日(土)

セ ッシ ョン5

　　 　　 　　　 　　 (座 長:Jos　 Platenkamp)

　 10:00Rituals　 that　Make　 up　the　World:

　　 　　 　An　Analysis　ofMortuary　 Ceremony



彙　 　　報

　　 　 　 among　 the　Endenese

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 中 川　 　 敏

　 10:45討 論

　 13:00　 The　 Acceptance　 and　Interpretation

　　 　 　 of　Ritual　Rules　 　 　 杉 島 敬 志

　 13=45討 論

10月6日(月)

セッション 6

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座 長:中 川　 敏)

　 10:00True,　 Even,　 Straight:The　 Meaning

　　 　 　 of　Ritual　Performance　 in　tanebar-

　　 　 　 Evav　 　　　　　　　　Cecile　Barraud

　 lO=45討 論

セッション7

　　 　 　 　 　 　 　 　 (座 長:Gregory　 Forth)

　 13:00Birth-giving　 Dead:Two　 Levels　 of

　　 　 　 Relation　 in　Society　 at　Large.　 A

　　 　 　 Case　 of　Nuaulu,　 Seram,　 Moluc-

　　 　 　 cas　 　　　　　　　 Urbanus　 Tongli

　 13:45討 論

　 14:45　 Visibility　 and　 Obj　ectification　 in

　　 　 　 Tobelo　 Rituals　 　 Jos　Platenkamp

　 l5=30討 論

10月7日(火)

セ ッシ ョン8

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座長:青 木 恵 理 子)

　 10:00Words　 and　the　Ethnosemantics　 of

　　 　 　 Iban　Sharnanic　 Ritual

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Clifford　Sather

　 lO:45討 論

　 11:45The　 Place　 of　Nonplace　 in　Bugis

　　 　 　 Ritual:The　 Experience　 of　Tran-

　　 　 　 sience　and　Modularity　 of　Frames　 in

　　 　 　 the　 Modern　 World　 of　 Migrants

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Gregory　 Acciaioli

　 12:30討 論

　 14:00総 合 討 論

　　 　 　 　 　 　 　 　 (座長:Cecile　 Barraud)

　 14:00討 論 ①

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 (座 長:杉 島 　敬 志)

　 16:15討 論 ②

　 17:00閉 会 式

10月8日(水)　 　　(いぼらき京都ホテル)

　10:00ワ ークショップ

　　　　 解散

文部省国際シンポジウム

国立民族学博物館開館20周年記念

◎ 「博物館は 「文化」のイメージをいかに創

　 りあげてきたか」

　期間　平成9年10月21日(火)

　　　　　　　　　　　 ～10月24日(金)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムは,博 物館にお

　　　　ける 「自己の文化」あるいは 「他老

　　　　の文化」のイメージ形成のあり方に

　　　　ついて,そ の問題点と可能性を検討

　　　　し,「文化」の表象の諸様式を,考

　　　　察するとともに,そ の未来の姿を探

　　　　ることを目的として活発な討論がお

　　　　こなわれました。

組織委員会

(委員長)

　　石毛　直道　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉田　繁治　国立民族学博物館副館長

　　熊倉　功夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部長

　　端　　信行　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部長

　　藤井　龍彦　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部長

　　栗田　靖之　国立民族学博物館情報管理

　　　　　　　　施設長

　　小村久米夫　国立民族学博物館管理部長

実行委員会

(委員長)

　　田村　克己　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

(副委員長)

　　　　　　　　　　　　　　　　　 1063



　　吉田　憲司　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

(委　員)

　　秋道　智彌　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部

　　笹原　亮二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部

　　寺田　吉孝　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部

　　桝屋　友子　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　 部

　　栗本　英世　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　南　真木人　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　林　　勲男　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　 部

　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

　　平山　健一　国立民族学博物館研究協力

　　　　　　　 課長

報告者

　　カルロス・エレラ

　　　　　　　 ペルー国民博物館(ペルー)

　　ステファノ・カルボニ

　　　　　　　　メトRポ リタソ美術館(ア

　　　　　　　　メリカ合衆国)

　　ナイジェル・パーリー

　　　　　　　 大英博物館(イ ギリス)

　　ジェルマソ・ルンペット

　　　　　　　　カメルーソ文化省(カ メ

　　　　　　　　ルーソ)

　　落合　一泰　一橋大学

　　木下　直之　東京大学

　　笹原　亮二　国立民族学博物館

　　田村　克己　国立民族学博物館

　　千野　香織　学習院大学

　　吉田　憲司　国立民族学博物館

討論者

　　アワン・ハスマディ・アワソ・モイス

　　　　　　　　マレーシア国民大学(マ

　　　　　　　　レーシア)

1"4【 凶
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　　ナオ ミ ・イ ン=イ ソ ・ツェ ト

　　　　　　　　香港歴史博物館(中 国)

　　デ レ ・ジェゲデ

　　　　　　　　イ ンデ ィアナ州立大学(ア

　　　　　　　　メ リカ合衆 国)

　　アラパ タ ・ハキ ワイ

　　　　　　　　ニz一 ジ ーラン ド国立博物

　　　　　　　　館(ニ ュージー ラン ド)

　　カ リン ・ヒガ

　　　　　　　　国立全米 日系人博物館(ア

　　　　　　　　メ リカ合衆 国)

　　ヤ ン 。N・ ピータース

　　　　　　　　社会科学研究所(オ ランダ)

　　 ロー レンス ・フォアナオタ

　　　　　　　　 ソロモ ン諸 島 国立 博 物館

　　　　　　　　 (ソロモ ン諸島)

　　J.A.ラ コ トア リソワ

　　　　　　　　アソタナ リヴォ大学付属美

　　　　　　　　術考古博物館(マ ダガス カ

　　　　　　　　ル)

　　岡(袋 井)真 理子　国際交流基金 アジア

　　　　　　　　セソター

　　川 口　幸也 世 田谷美術館

　　全　京秀　　 ソウル大学(大 韓民国)

日　 程

10月20日(月)

　13:30参 加者登録

10月21日(火)

　10:00開 会式　　　 (司会:栗 田　靖之)

　　　　 あいさつ　 　　　　 　 石毛　直道

　10:10問 題提起　　　　　　　吉 田　 憲司

　10:50特 別展 「異文化へ の まなざ し」見

　　　　 学

　　　　　　 (解説:吉 田憲 司,林 　勲男)

　14:00セッション1=博 物館 と美術館

　　　　　　　　　　 (司会:川 口　 幸也)

　14:30「 伝統文 化」 とい う固定観念

　　　　　　　　　　　　　　　千野　香織

　15:00民 族誌 学の好奇心 がつ く り出 した

　　　　 プ リミテ ィブ ・アー ト

　　　　　　　　　ジ ェルマ ソ ・ル ソペ ッ ト

　15:40討 論
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　　 　　 コメソ ト　　 ア ラパタ ・ハ キ ワイ

　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　 岡　真理子

10月22日(水)

　 9:30セ ッシ ョン2:国 民 文化 と民族 文

　　 　　 化

　　 　　 　　 　　 　　 (司会:端 　 信行)

　 9:30孔 子廟 の中の ヒマラヤ山脈 とナイ

　　 　　 ヤガラ爆布　　　　　　木下　 直之

　 10:00「 国民博物館」一 ペル ーの文化遺産

　　 　　 の豊 か さ と多様 性を提示 す る長期

　　 　　 的試み　　　 　 カル ロス ・エ レラ

　 10:30　 　 　　　 　ナイ ジェル ・バー リー

　 11:10討 論

　　 　　 コメン ト　 　 　 　 カ リソ ・ヒガ

　　 　　 　　 　　 　　 　　 ラコ トア リソワ

　14:00セ ッシ ョン3:普 遍史 と地域史

　　 　　 　　 　　 　　 (司会:栗 本　英世)

　14:00日 本の 「地域博物館」における 「地

　　 　　 域」 と 「歴史」 の展示 をめ ぐる諸

　　 　　 問題　 　　 　 　　 　　笹原　亮二

　14:30メ トRポ リタ ン美 術館 におけ るイ

　　 　　 ス ラー ム美術 の展示一 包括 的で豊

　　 　　 富な コレクション

　　 　　 　　 　　 　 ステフ ァノ ・カル ボニ

　15:00近 代 メキ シコの文化 的 自画像一 人

　　 　　 類学系博物館 にみ る歴史哲学

　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　 落合 一泰

　15:40討 論

　　 　　 コメ ン ト

　　 　　 　　 　　 アブ ドゥッラー ・サ ウ ド

　　 　　 　　 　　 ・ア ッ=サ ウ ド

　　 　　 　　 　　 ヤ ン ・ピータース

10月23日(木)

　 9:30セ ッシ ョン4:総 合討論

　 9:30議 論 の総括 　　　 　　 田村　克己

　10:00総 括討論

　　 　　 　　 　　 　　(司会:田 村　克己)

　　 　　 (司会=ノ バー ト・A・ カ ヨンボ)

　13:30特 別公開 フォーラム

　　 　　 文化 を超 えた対 話にむ けて一民族

　　 　　 学博物館の可能性 を さぐる一

　 13:30館 長挨拶　　　　　　　石毛　直道

　 13:40趣 旨説 明　 　　　　 　 田村 　克己

　 13:50特 別講演　 　　　 デ レ ・ジ ェゲデ

　　 　　 異文 化 の展 示,表 象,誤 った表象

　　 　　 一 イデ オ ロギ ーの延 長 と しての博

　　 　　 物館

　 14:20特 別講演

　　 　　　　　　 ロー レンス ・フ ォアナオタ

　　 　　 ソロモ ソ諸 島の人 々の 「文化」 の

　　 　　 表象一 ソ ロモ ソ諸 島国立博物館 の

　　 　　 過去,現 在,未 来の役割

　 15:00パ ネルデ ィス カ ッシ ョソ

　　 　　　　　　　　 (司会:園 田　 直子)

　　 　　　　　　　　　　 　デ レ ・ジェゲデ

　　 　　　　　　 ロー レンス ・フォアナオタ

　　 　　　　　　　　ステ ファノ ・カルボ ニ

　　 　　　　　ナオ ミ。イ ン=イ ン ・ツェ ト

　　 　　　　　　　　　　 　　　吉 田　憲 司

10月24日(金)

　 10:00ビ ジネス ・ミーテ ィング

◎特別研 究 「アジア ・太平 洋地域 における民

　 族文化 の比較研究第9回 シソポジ ウム」

　 「儀礼 と口頭伝承」

　期 間　平成9年10月27日(月)

　　 　　　　　　　　　　～10月30日(木)

　場所 　国立民族学博物館

　摘要　 今回のシソポジ ウムは,お もに儀礼

　　 　　の言語的部分,と りわけ 口頭伝承に

　　 　　焦 点 をあ て,そ れ ぞ れ の民 族誌 的

　　 　　データを もち よって,世 紀末 の,ア

　　 　　ジア ・太平洋地域におけ る儀礼 と口

　　 　　頭伝承の特徴を あきらかにす ること

　　 　　を 目的 として,活 発な討論がお こな

　　 　　われ ま した。

実行委員会

(委員長)

　　江 ロ　 ー久　国立民族学博物館第三 研究

　　 　　　　　　部

(委　員)

(事務局長)

　　朝倉　敏夫 　国立民族学博物館第一研究
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　　　　　　　 部

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　新免光比呂　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　杉本　良男　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

　　園田　直子　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部

　　南　真木人　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部

事務局

　　浦野　民子　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　 究'協力課国際協力係

　　長谷川万里子　国立民族学博物館管理部

　　　　　　　 研究'協力課国際協力係

　　下浦　摩紀　 『アジア・太平洋』事務局

報告者

　　永ノ尾信吾　東京大学東洋文化研究所

　　江ロ　ー久　国立民族学博物館

　　小門　典夫　大阪大学

　　小島　瑛禮　琉球大学

　　色　　　音　中国社会科学院民族研究所

　　櫻井　哲男　熊本大学

　　杉本　良男　国立民族学博物館

　　手塚　恵子　大阪明浄女子短期大学

　　朴　鐙　烈　韓国中央大学校

　　藤井　麻湖　総合研究大学院大学

　　村瀬　　智　大谷女子短期大学

　　八木　祐子　宮城学院女子大学短期大学

討論者

　　石毛　直道　国立民族学博物館

　　大塚　和義　国立民族学博物館

　　川森　博司　大阪大学

　　崎山　　理　国立民族学博物館

　　佐々木史郎　国立民族学博物館

　　杉島　敬志　国立民族学博物館

　　杉本　星子　京都文教大学

　　寺田　吉孝　国立民族学博物館

　　西脇　隆夫　名古屋学院大学

　　林　　勲男　国立民族学博物館

　　南　真木人　国立民族学博物館

　　　 　　国立民族学博物館研究報告　22巻4号

　　楊 　　海英　 中京女子大学

　　横 山　廣子 　国立民族学博物館

日　 程

10月27日(月)

　10:30参 加者登録

　10:45開 会式

　　　 　 館長挨拶　　　　　　　石毛　直道

　　　 　 研究代表者挨拶　　　　崎 山　　理

　　　 　　　　 　　　 (座長:櫻 井　哲男)

　ll:00問 題提起　　　　　　　江 ロ　 ー久

　　　 　 トン族 における儀礼 と口頭伝承

　　　 　　　　 　　　 (座長:田 中　雅一)

　13:30儀 礼言語 としてのモンゴル 叙事詩

　　　 　 一 釈 義 と構 造 の関 係 を 中 心 に一

　　　 　　　　 　　　 　　　　 藤井 麻湖

　15:15モ ンゴル シャマ ニズ ムにおけ る祭

　　　 　 天儀礼 及びその祈薦文 につ いて

　　　 　　　　 　　　 　　　　 色　　 　音

10月28日(火)

　　　 　　　　 　　　 (座長:南 　真木人)

　 9:30太 鼓 と法輪一スリランカ,高 地 シ

　　　 　 ンハ ラ社会の儀礼 と口頭伝 承一

　　　 　　　　 　　　 　　　　 杉本　良男

　 ll:10北 イ ン ド社会 におけ る女性 の儀 礼

　　　 　 と 口頭伝承一婚 姻儀 礼を中心 に一

　　　 　　　　 　　　 　　　　 八木　祐子

　　　 　　　　 　　　 (座長:佐h木 史郎)

　 13:30ベ ンガル のバ ウル の宗教儀礼 と口

　　　 　 頭伝承　 　　 　　 　　 村瀬　 　智

　 15:15ヒ ラニーの歌:神 に捧 げた息 子の

　　　 　 肉料理　　　　　　　　永 ノ尾信吾

10月29日(水)

　　　 　　　　 　　　 (座長:杉 島　敬志)

　 9:30涼 山イ族 の伝統的婚 姻制度 と口承

　　　 　 文学"ク ンジ ュ"　　 小門　典夫

　 ll:10儀 礼 と歌一 中華人 民共和 国壮族 の

　　　 　 事例 よ り一 　　　　　　手塚　恵子

　　　 　　　　 　　　 (座長:横 山　廣子)

　 13:30歌 垣 の春 唄 と秋 唄 と　 小 島　饗禮

　 15:15作 り出された伝承 ともた らされ た

　　　 　 伝 承　 　　 　　 　 　　朴 　鐙 　烈

10月30日(木)
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　　　　　　　　　　　 (座長:林 　勲男)

　 9:30儀 礼における音の形とその役割

　　　　　　　　　　　　　　 櫻井　哲男

　11:10総 括討論

　　　　　　　　　　 (座長:江 ロ　ー久)

　13:30総 括討論

　15:15総 括討論

◎文明学部門第16回国際シンポジウム

　 「近代世界における日本文明一国民国家の

　形式と変容の比較文明学一」

　期間　平成9年11月3日(月)

　　　　　　　　　　　 ～11月10日(月)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシソポジウムは,社 会科学の

　　　　さまざな分野で,国 民国家とナショ

　　　　ナリズムについての再検討が行われ

　　　　ているかで近代日本における国民国

　　　　家形成と,そ の後の継承及び変容の

　　　　問題を比較文明学的に検討すること

　　　　を目的として活発な討論がおこなわ

　　　　れました。

顧　問

　　梅棹　忠夫　財団法人千里文化財団会長

組織委員会

(委員長)

　　石毛　直道　国立民族学博物館長

(委　員)

　　杉田　繁治　国立民族学博物館副館長

　　熊倉　功夫　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　端　　信行　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　和田　正平　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　小山　修三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　藤井　龍彦　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部長

　　池之上忠教　国立民族学博物館管理部長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

専門委員

　　Harumi　Befu　 京 都文教大学教授

　　Josef　Kreiner

　　　　　　　　ボ ン大学 日本文化研究所所

　　　　　　　　長

実行委員会

(委員長)

　　栗本　英世　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

(委　員)

　　西尾　哲夫　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　笹原　亮二　国立民族学博 物館第一研究

　　　　　　　　部

　　新免光比 呂　 国立民族学博物館第三 砥究

　　　　　　　　部

　　 南　真木人　 国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

　　 林 勲男 国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部

　　 平 山　健一　国立 民族学博物館研究協力

　　　　　　　　 課長

　　 宇治 日出二郎　財団法人千里文化財 団常

　　　　　　　　 務理 事

(参加者)

　　 Harurni　Befu

　　　　　　　　 京都文教大学人間学部

　　 Takashi　Fujitani

　　　　　　　　 カ リフ ォル ニア大学サ ンデ

　　　　　　　　 ィエゴ校(ア メ リカ)

　　 David　L.　Howell

　　　　　　　　 プ リソス トソ大学(ア メ リ

　　　　　　　　 カ)

　　 Peter　Kleinen

　　　　　　　　 ボ ン大 学 日本 文 化研 究 所

　　　　　　　　 (ドイ ツ)

　　 Josef　Kreiner

　　　　　　　　 ボ ン大 学 日本文 化 研究 所

　　　　　　　　 (ドイ ツ)

　　 Margaxet　D.　Mehl

　　　　　　　　 ス ター リング大学 ス コッ ト

　　　　　　　　 ラ ソ ド日本 研究 セ ン ター
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　　 　　 　　　 　 (ドイ ツ)

　　梅棹 　忠夫　財団法人千里文化財 団会長

　　栗本　英世　国立民族学博 物館

　　冨 山　一郎　大阪大学文学部

　　村 田雄二郎　東京大学大学院総 合文化研

　　 　　 　　　 究科

　　山室　信一　京都大学人文 科学研 究所

日　 程

11月3日(月)　 　　 (いば らき京都 ホテル)

　17:00登 録

11月4日(火)

　10:00館 内見学

　ll:30館 長表敬訪問

　13:30開 会式

　　 　　 　　　 　　 　(司会:栗 本　英世)

　13:50基 調講演

　　 　　梅棹 　忠夫(代 読:栗 本　 英世)

セッション1

　　 　　 　　　 　　 (座長:Josef　 Kreiner)

　15:00History　 and　the　Nation　in　Japan

　　 　　 and　Germany　 Margaret　D.　Mehl

　16:00討 論

11月5日(水)

セ ッシ ョン2

　　 　　 　　　 (座長:David　 L.　Howe皿)

　 9:30中 華 ナ シ ョナ リズ ム と近 代 日本一

　　 　　 国民形成におけ る模倣 と反 発

　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　村 田雄二郎

　10:30討 論

セ ッション3

　　 　　 　　　 　　 (座長:Harumi　 Befu)

　13:00　 Ethnic　and　Colonial　Complicities　in

　　 　　 the　Production　 of　Wartime　 Na-

　　 　　 tionalism　in　Japan:Cho　 Kakuchu

　　 　　 (Chang　Hyok-chu)

　　 　　 　　　 　　 　　 　Takashi　Fujitani

　14=00討 論

セ ッション4

　　 　　 　　　 　　 　(座長:冨 山　 一郎)

　15:20明 治国家 の転 回一 国民 国家 と植 民

　　 　　 帝 国の二重性　　　　　山室　信一

　16:20討 論
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ll月6日(木)

セッション5

　 　　　　 　　　　 　 (座長:村 田雄二郎)

　 10:00ド イ ツ ・日本 両帝国初期 におけ る

　 　　　 政教 の勢力 闘争一 「文化 闘争」 ・

　 　　　　「廃 仏殿釈」 と近代 国民 意識 の形

　 　　　 成Peter　 Kleinen

　 Il:00討 論

セッション6

　 　　　　 　　　 (座長:Takashi　 Fujitani)

　 13:00国 民 国家 と陸 軍一 比較文 明学的視

　 　　　 点　 　　 　　 　　 　　栗本 　英世

　 14:00討 論

　 15:20特 別 展 「異文 化へ のまな ざし」観

　 　　　 覧

ll月7目(金)

　 　　　 休息 日

11月8日(土)

セ ッション7

　 　　　　 　　　　 　 (座長:山 室　信一)

　 10:00Status　 and　Ethnicity　in　the　Making

　 　　　 of　the　Nation-State:Looking　 for

　 　　　 the`Middle　 Ground'in　 Hok-

　 　　　 kaido　 　　　　　 David　L.　Howell

　 11:00討 論

セ ッション8

　 　　　　 　　　　 　 (座長:栗 本　英世)

　 13:00国 民 国家 の淵か ら　 　 冨山　一郎

　 14:00討 論

11月9日(日)

　総合討論

　 　　　　 　　　　 　 (座長:栗 本　英世)

　 10:00討 論一1

　 13:00討 論一2

　 15:00閉 会式

11月10日(月)　 　 (いぽ らき京都ホテル)

　 　　　 ワー クシ ョップ

　 　　　 解散

◎特別研究 「二〇世紀 におけ る諸民族文 化の

　伝統 と変容第6回 シソポジウム」

　 「ことば の二〇世紀一象徴 としての こと



彙　　　報

　ば,商 品としてのことぽ一」

　期間　平成9年11月19日(水)

　　　　　　　　　　　　～11.月21日(金)

　場所　国立民族学博物館

　摘要　今回のシンポジウムは,人hが こと

　　　　ばを自己とのかかわりにおいて強く

　　　　意識しはじめ,そ の意識が多様化し

　　　　た時代のなかで生じることばをめぐ

　　　　るさまざまな社会現象について,活

　　　　発な討論がおこなわれました。

シンポジウム委員会

実行委員長

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

実行委員

　　塚田　誠之　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部

　　南　真木人　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部

　　山本　泰則　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部

事務局

　　浦野　民子　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　究協力課国際協力係

　　長谷川万里子　国立民族学博物館管理部

　　　　　　　　研究協力課国際協力係

　　清家麻衣子　 「二〇世紀」事務局

(報告者)

　　井出　祥子　日本女子大学

　　糟谷　啓介　一橋大学

　　フロリアソ・クルマス

　　　　　　　　中央大学

　　真田　信治　大阪大学

　　庄司　博史　国立民族学博物館

　　田中　克彦　一橋大学

　　チェレシネーシ・ラースロー

　　　　　　　　四国学院大学

　　辻　　大介　東京大学

　　西尾　哲夫　国立民族学博物館

　　林　　正寛　女子美術大学

　　稗田　　乃　大阪外国語大学

　　細川　弘明　佐賀大学

　　安 田　敏朗　京 都大学

　　米川　明彦　梅 花女子 大学

　　ダニエル ・ロング

　　 　　　　 　 大阪樟蔭 女子大学

(討論参加者)

　　浅松　絢子　文化庁国語課

　　石毛　直道　国立民族学博 物館

　　加藤　 昌彦　国立民族学博 物館

　　崎山 　理 国立民族学博物館

　　新免光比 呂　国立民族学博物館

　　難波 　功士　関西学院大学

　　端 信行 国立民族学博物館

　　森 　　明子　 国立民族学博物館

　　早稲 田みか　大阪外 国語大学

　　梅棹 　忠夫　 国立民族学博物館顧問

日　 程

11月19日(水)

　　 　　　　 　　　 　 (司会:端 　　信行)

　10:30あ い さつ　　　 　　　 石毛　直道

　10:40　 1)問 題提起

　　 　　 ことばの20世 紀　　　　庄 司　博史

第一　近代におけ る 「言語」の誕生

　　 　　　　 　　　 　 (司会:端 　 信行)

　 13:002)近 代国家の誕生 と言語創造

　　 　　　　 　　　 　フロ リア ン ・クルマス

　 13:303)近 代言語学 イ デオ ロギ ー と日

　　 　　 本国語 イデオ ロギ ー　 田中　克彦

　 14:00討 論

第二 　国家 に とっての言語 ・言語政策

　　 　　　　 　　　 　 (司会:森 　 　明子)

　 15:154)言 語認識 と言語政 策一 自然 主

　　 　　 義 と自由主義 の陥穽　　糟谷　啓介

　 15:455)「 近代」化 のなか の言語政策

　　 　　　　 　　　 　　　　 　 安 田　敏朗

　 16:15討 論

　　 　　 コメン ト　　 　　　　 浅松　絢子

11月20日(木)

第三　言語に錯綜す る民族 と国家

　　 　　　　 　　　 　 (司会:早 稲 田みか)

　 10:006)言 葉 とアイデ ンテ ィテ ィー一

　　 　　 イ デ ィ ッシ ュとコーダヤ人 アイ デ ン

　　 　　 テ ィテ ィーに関 して

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 　 1069



　 　 　　 　　 チ ェレシネーシ ・ラースロー

　 10:307)神 の選 ばれ し言葉一 ア ラブ ・

　 　 　　 ナ シ ョナ リズ ムと汎 イス ラ ミズ ム

　 　 　　 のなか のアラ ビア語　 西尾　哲夫

　 11=00討 論

第 四　 エスニ ック境界 と しての言語

　 　 　　 　　 　 　　 　(司会:難 波　功士)

　 13:008)民 族 のアイデンティ テ ィー と

　 　 　　 言語一死語 のプ ロセスの類型論

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　稗田　 　乃

　 13:309)先 住民族 に とっての伝統言 語

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　細川　 弘明

　 14:00討 論

　 　 　　 コメ ン ト　　 　 　　 　 加藤　昌彦

第五　現代 の方言 とアイデンテ ィテ ィー

　 　 　　 　　 　 　　 　(司会:崎 山　　理)

　 15:1510)方 言 の意識化 と方言の実体

　 　 　　 　　 　 　　 　 　　 　 　真田　信治

　 15:4511)方 言認知 地図に 見 られ る話者

　 　 　　 のアイデ ンテ ィティー

　 　 　　 　　 　 　　 　 　 ダニエル ・ロング

　 　 　　 　国立民族学博物館研究報告　22巻4号

　 16:15討 論

11月21日(金)

第六　位相言語 と話者意識

　 　 　　 　 　　 　　 　(司会:加 藤　昌彦)

　 10:0012)位 相言 語 と話者 の アイデ ソテ

　 　 　　 ィテ ィー　　　　　　 井出　祥子

　 10:3013)若 者 こ とぽ のダイナ ミズム

　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　米川　明彦

　 11:00討 論

第七 　言語 のフ ロソテ ィア

　 　 　　 　 　　 　　 　(司会:新 免光比 呂)

　 13:0014)商 品 と しての ことぽ一 「広告」

　 　 　　 とい う言語行為について

　 　 　　 　 　　 　　 　 　　 　 　辻　 　大介

　 13:3015)「 多言語社会」 と人 々の言語的

　 　 　　 欲望 　 　 　 　 　 　 　 林　 　正寛

　 14:00討 論

　 　 　　 コメソ ト　　 　　　 　 難波　功士

　 　 　　 　 　　 　　 　(司会:庄 司　 博史)

　 15:1516)総 括討論　20世 紀 とことば

　 　 　　 総合 コメン ト　　　　 端　　信行

海外 における研究 ・調査 ・収集活動

氏 名 　 　　 官 職 　 　　 出 発 帰 国 　 　 行 　先

平井京之介 助 手(第 一研究部)9.10.110.9.30イ ギ リス

杉 田　繁治　 教　授(第 五研究部)　 9.10.2　 9.10.11　 中華人民共和国

朝倉　敏夫　　助教授(第 一研究部)　 9.10.2　 9.10.11　 中華人民共和国

山本　　匡　 助　手(第 一研究部)　 9.10.2　 9.10.ll　 中華人民共和国

石毛　直道 　 館　長　　 　　　 　　　9.10.3　 9.10.ll　 イスラエル

臼杵　 　陽　 助教授(地 域　研)　 9.10.3　 9.10.23　 イスラエル,ギ リシャ,イ タ リア,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イギ リス

吉本　　忍　 助教授(第 五研究部)　 9.10。4　 9.11.10　 マダガス カル

小長谷有紀　 助教授(第 一研究部)　 9.10.11　 9.10.18　 モンゴル

押川　文子　 助教授(地 　域　研)　 9.10.15　 9.12.14　 イ ン ド

松 山　利夫 　 教 授(第 三研究部)　 9.10.18　 9.11」4　 オース トラ リア

石森　秀三　　教　授(第 四研究部)　 9.10.20　 9.10.25　 台湾

池谷　和信　　助　 手(第 一研究部)　 9.10.20　 9.11.22　 Rシ ア

阿部　健一　 助　手(地 　域　研)　 9.10。22　 9.12.21　 アメ リカ合衆 国,エ クア ドル,ペ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ル ー,ボ リビア,チ リ,ア ルゼ ンチ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ン

村 上 　 勇 介 　 助 　 手(地 　域 　研)　 9.10.22　 9.12.10　 ア メ リカ合 衆 国,メ キ シ コ,ペ ル ー

篠 原 　 拓 嗣 　 助 　 手(地 　域 　研)　 9.10.22　 9.11.11　 ア メ リカ合 衆 国
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山 本 　 紀 夫 　 教 　 授(第 四 研 究部)　 9.10.25　 9.12.24　 エ クア ドル,ボ リ ビア,チ リ,ペ ル ー

野 林 　 厚 志 　 　助 　 手(第 三 研 究部)　 9.10.25　 9.10.31　 ア メ リカ合 衆 国

大 津 留 智 恵 子 助 教 授(地 　 域 　研)　 9.10.28　 9.11.8　 ア メ リカ合 衆 国

江 ロ　 ー 久 　 教 　 授(第 三 研 究部)　 9.11.3　 9.12.3　 ベ トナ ム,中 華 人 民 共 和 国

朝 倉 　 敏 夫 　 　助 教 授(第 一 研 究部)　 9.11.4　 9.ll.9　 大 韓 民 国

吉 田　 集 而 　 　教 　 授(地 　 域 　 研)　 9.ll.10　 9.12.10　 イ ソ ド

帯 谷 　 知 可 　 助 　 手(地 　 域 　 研)　 9.11.10　 9.ll.24　 トル コ,カ ザ フ ス タ ソ

長 野 　 泰 彦 　 　教 　 授(第 一 研 究 部)　 9.11.13　 9.11.24　 フ ラ ンス

田村 　 克 己　 助 教 授(第 五 研 究 部)　 9.11.14　 9.12.9　 ミ ャ ソマ ー

清 水 　 昭 俊 　 　教 　 授(第 四 研 究 部)　 9.11.15　 9.12.14　 ア メ リカ合 衆 国

松 原 　 正 毅 　 教 　 授(地 　 域 　 研)　 9.11.15　 9.ll.28　 イ ギ リス,ト ル コ,キ ル ギ ス

寺 田　 吉 孝 　 　助 　 手(第 二 研 究 部)　 9.ll.16　 9.12.21　 ア メ リカ合 衆 国

藤 井 　 龍 彦 　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 9.11.17　 9.lL23　 イ ギ リス

八 杉 　 佳 穂 　 　教 　 授(第 二 研 究 部)　 9.11.17　 9.ll.23　 イ ギ リス

朝 倉 　 敏 夫 　 　助 教 授(第 一 研 究 部)　 9.11.18　 9.11.23　 イ ギ リス

大 塚 　 和 義 　 　教 　 授(第 一 研 究 部)　 9.ll.19　 9.12.4　 カ ナ ダ

岸 上 　 伸 啓 　 　助 教 授(第 一 研 究 部)　 9.ll.19　 9.12.4　 カ ナ ダ

大森 　康 宏　 教 　 授(第 五 研 究 部)　 9.11.20　 9.12.4　 ア メ リカ合 衆 国

端 信 行 教 授(第 二 研 究 部)9.11.229.ll.30ア メ リカ合 衆 国

栗 田　 靖 之 　 教 　 授(第 二 研 究 部)　 9.11.22　 9.11.30　 ア メ リカ合 衆 国

秋 道 　 智 彌 　 教 　 授(第 一 研 究 部)　 9.ll.27　 9.12.2　 タイ

横 山 　 廣 子 　 助 教 授(第 二 研 究 部)　 9.11.29　 9.12.27　 ミャ ソマ ー

江 ロ　 ー 久 　　教 　 授(第 三 研 究 部)　 9。12.10　 10.3.25　 カ メル ー ン

立 川　 武 藏 　 　教 　 授(第 二 研 究 部)　 9.12.12　 9.12.23　 ネ パ ール

南 　 真 木 人 　 助 　 手(第 三 研 究 部)　 9.12.14　 10.1.28　 ネ パ ール

秋 道 　 智 彌 　 教 　 授(第 一 研 究部)　 9.12.15　 9.12.25　 タイ,中 華 人 民 共和 国

長 野 　 泰 彦 　 教 　 授(第 一 研 究部)　 9.12.16　 9.12.23　 ネ パ ール

西 尾 　 哲 夫 　 助 教 授(第 二 研 究部)　 9.12.17　 10.1.7　 エ ジ プ ト,オ マ ー ン,イ ギ リス

中牧 　 弘 允 　 教 　 授(第 一 研 究部)　 9.12.20　 9.12.25　 フ ィ リピ ン

田邉 　 繁 治 　 教 　 授(第 二 研 究部)　 9.12.25　 10.1.6　 タ イ

来館者抄

　 10月2日 　 岡部　恒雄(江 戸東京博 物館副

　 　 　 　　 館長),中 谷　　猛(江 戸東京

　 　 　 　　 博物館学芸課長)

　 　 　 　　 中馬　猛順(日 本万国博覧会記

　 　 　 　　 念協会理事)

　 10月6日 　 MAc　Duong(ベ トナム,ホ ーチ

　 　 　 　　 ミ ン社 会 科 学 研 究 所 長),

　 　 　 　　 PHAM　 XuanNam(ベ トナ ム国

　　　 　 家社会人文科学セ ンター教授)

10月13日 　 GONZALEZ,　 Enrique(ペ ル ー,

　　　 　　ワマンガ国立大学学長)夫 妻

10月14日 　 博物館専門家一行(デ ンマーク)

10月16日 　 成瀬　國晴(画 家)

10月17日 　 韓国 中央博物館一行(大 韓民国)
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10月21日 　 産業視察団一行(大 韓民 国)

10月22日 　BATASAIKHAN,　 Okhonoi(モ ン

　　　 　　ゴル,国 立公文書館長)

10月23日 　 松永　正史(厚 生省社会 ・援護

　　　 　　局 援護企 画課 長),岩 楯　 信和

　　　 　　 (厚生省社会 ・援護局書記室管

　　　 　　理第二係長)

豆0月24日　FANTAR,　 M'hamed　 Hassine(チ

　　　 　　ュニジア,国立遺産研究所教授)

10月25日　 PAuL,　Shimrath(ニ ュージー ラ

　　　 　　ソ ド,オ タ ゴ博物 館長),AN-

　　　 　　sax,　Dilnitri(オタゴ博物館 人文

　　　 　　科学部長)

10月26日 　 木村　重信(国 立国際美術館長)

10月27日 　 石井　健一(林 原 自然科学博物

　　　 　　館準備室室長),石 垣　　忍(林

　　　 　　原 自然科学博物館準備室次長),

　　　 　　ブ ライア ン　 マ クラー レン(林

　　　 　　原 自然科学博物館準備室展示 デ

　　　 　　 ィヴェロッパー)

10月28日 　 霜鳥　秋則(文 化庁文化部長),

　　　 　　梶野　慎 一(文 化庁長官官房総

　　　 　　務課長)

　　　 　　陳 忠 烈(中 華人民共和国,

　　　 　　広東省社会科学歴史研究所副教

　　　 　　授)

11月2日 　 NORDENSTAM,　 Bertil(ス ウエ ー

　　　 　　 デ ン,ス ウェーデ ン自然史博物

　　　 　　館教授)

　　　 　　佐 々木高 明((財)ア イ ヌ文化

　　　 　　振 興 ・研 究推進機 構理事 長),

　　　 　　 天池 　智 裕((財)ア イ ヌ文化

　　 　 国立民族学博物館研究報告　22巻4号

　　 　　 振興 ・研究推進機構専務理事 ・

　　 　　 事務局 長),菊 池静夫(北 海道

　　 　　 開 発庁 アイ ヌ関連 施策 推進 室

　　 　　 長),山 田 　 賢(北 海 道開発

　　 　　 庁 アイヌ関連施策推進室主査),

　　 　　 長 内　 紀雄(北 海道環境生活部

　　 　　 総務 課 アイ ヌ施策推進 室長),

　　 　　 佐藤　　満(北 海道環 境生 活部

　　 　　 総務課 アイヌ施策推進室主幹),

　　 　　 遠 山　　 武((社)北 海道 ウタ

　　 　　 　リ協会常務 理事 ・事 務局長),

　　 　　 秋辺　得 平((社)北 海道 ウタ

　　 　　 　リ協会理 事),松 本　次好(文

　　 　　 化庁文化財保護部伝統文化課課

　　 　　 長補佐)

11月6日 　 ANDERSON,　 R.G.W.(イ ギ リス,

　　 　　 大英博物館長),H㎜s,　 Victor

　　 　　 　(大英博物館 日本部 門キーパー)

11月11日 　 篠遠　喜彦(ア メ リカ合衆 国,

　　 　　 　ビシ ョップ博物館人類学部前部

　　 　　 長)

11月12日 　 加茂川幸夫(文 部省学術国際局

　　 　　 研究機 関課長),三 浦　和幸(文

　　 　　 部省学術国際局研究機関課専門

　　 　　 職員)

11月13日　 王　錫　榮(中 華 人民共和 国,

　　 　　 上海 魯迅記念館 副館長),顧

　　 　　 八　績(上 海魯迅 記念館陳列部

　　 　　 主任),刑 　 同　 和(上 海建築

　　 　　 設計研究院総建築士)

　　 　　 　方　英　淑(大 韓民国)

11月19日 　VINCENT,　 Gilles(カ ナダ,モ ン

　　 　　 　 トリオール市立植物園園長 ・日

　　 　　 　本庭園 日本館基金 副理事長),

　　 　　 　GAGNE,　 Claude(モ ン トリオー

　　 　　 　ル市立植物園 ・日本庭園 日本館
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　　 　　 　 基金理事長),LAVOIE,　Lucie(モ

　　 　　 　　ン トリオール市立植物園 ・日本

　　 　　 　 庭園 日本館館長)

　11月20日 　 石神　　敏(小 樽市博物館主任

　　 　　 　 学芸員)

　11月21日 　 矢 口　 洪一(元 最高裁判所長官)

　　 　　 　 夫妻

　12月5日 　RIEGER,　 Robert(ア メ リカ合

　　 　　 　 衆 国,コ ー ネル 大学 コー デ ィ

　　 　　 　 ネーター),REEVE,　 Jahn(イ ギ

　　 　　 　　リス,大 英博物館教育部 長)

　12月9日 　 雲 南大 学一 行(中 華 人民 共和

　　 　　 　 国),松 本光 太郎(東 京経済 大

　　 　　 　 学助教 授)

　12月11日 　 諸岡 博熊(UCCコ ー ヒー博

　　 　　 　 物館館長),楠 　　正暢(UCC

　　 　　 　 コーヒー博物 館副館長)

　　 　　 　 劉　智　剛(中 華 人民共和 国駐

　　 　　 　 大阪総領事館総領事)夫 妻,王

　　 　　 　　 淑 　 栄(駐 大 阪総領 事 館領

　　 　　 　 事),張 潤 北(駐 大阪総領

　　 　　 　 事館領事)

　　 　　 　 五十嵐耕 一(日 本博物館協会専

　　 　　 　 務理事)

　12月19日 　 青柳 　　勤(内 閣法制局参事官)
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